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１、併願校について 

 ２学期も本日で終了となります。新年を迎える来月には、３年生は共通テスト、１・２年生はベネッ

セ記述模試が予定されており、各自が目標に向けて日々学習に取り組んでいると思います。そして、３

年生は私立大の一般選抜や共通テスト利用入試の出願に向けた準備、２年生は模試における志望校の記

入、１年生は文理選択を考慮した志望校の検討も随時行っています。特に、「第１志望校」以外の「第２・

第３志望校」などの併願校を「なんとなく」決めることは、極力避けたいところです。なぜなら、併願

によって志望校受験を有利に運ぶことができ、「第１志望校」への合格につながります。３年生は出願が

間近に迫るなかで最終確認をする機会とし、併願校がまだ決まっていない１・２年生は参考にしてみて

ください。 

 

（１）併願校を決める条件 ※後悔しない！ （螢雪時代 11月号参照） 

【行ける＝現実】               【行きたい＝理想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なぜ併願を考える必要があるのか」・「第１志望校が不合格だったら、本当に併願校に進学するのか」

という問いに対して、単に「試験に慣れたいから」だけであれば、上記の条件を満たす大学を選ばなく

ても問題はないはずです。多くの受験生は、「第１志望校に合格したい」という気持ちで学習をしている

と思われます。しかし、入試の合否結果により、その願いが叶わない受験生は多数存在します。少しで

も併願校に進学する可能性があるなら、後悔しないためにも“大学に行く目的”を果たせる大学を選ぶ

必要があります。絶対に外せない条件・妥協してもいい点を整理して、大学４年間の貴重な時間と、何

百万円というお金をかけてもいいと思える併願校を探しておくことが大切です。 

 

（２）併願先の大学を探す → ①～⑤のうち、どれを優先するか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前南進路だより  
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（３）自分に合った入試方式を選ぶ 

  ① 国公立大 

～日程～ 

 ・第１志望は、必ず前期日程で受験 → 合格・入学手続きを行うと、中期・後期日程の試験を受け 

ても合格にならない 

  ・中期日程と後期日程は、合格発表と手続き締切日がそれぞれ重なる → 併願可 

      

     【第１志望】 

 

 

 

＜試験日＞        ２/２５～          ３/８～       ３/１２～ 

＜合格発表＞    ３/１～１０          ３/２０～２４     ３/２０～２４ 

＜入学手続き＞      ～３/１５             ～３/２７      ～３/２７ 

 

～受験科目～ 

 ・第１志望校と同じ科目で受験できる大学・学部を併願 → 対策の負担が軽減できる 

  

・選択可能な科目や、国語は古文・漢文を含むか → 出題範囲を確認 

 

② 私立大 

～日程～ 

 １）試験日自由選択制  例：立教大学（経済）    ※２/６・２/９（全学部日程） 

試験日 国語 外国語 選択 満点 

２/６ 現・古（150点） 外検・共テ（150点） 地歴・数学（100点） 400点（３教科） 

２/８ 現・古（150点） 外検・共テ（150点） 地歴のみ（100点） 400点（３教科） 

２/９ 現・古（150点） 外検・共テ（150点） 地歴・数学（100点） 400点（３教科） 

２/１２ 現・古（150点） 外検・共テ（150点） 地歴・公民（100点） 400点（３教科） 

２/１３ 現・古（150点） 外検・共テ（150点） 地歴のみ（100点） 400点（３教科） 

 

 ２）全学部日程  

→ 個別日程（学部別に実施）とは別に、学内の全学部（あるいは一部の学部）が同日に共通問題 

で一斉に試験を行う（一度の試験で複数の学部・学科を併願できる場合もあり） 

    

例：法政大学（経済学部・経済/国際経済/現代ビジネス学科）  ※2025年度入試の結果 

試験日 日程 学科 必須 選択 合格得点率 

２/５ T日程（統一） 全 英（150） 国・数（100） 約 58％ 

２/５ 英語外部試験利用 国際経済 
外検 

（準１級） 
国・数（100） 65.6％ 

２/９ Ａ方式（Ⅰ日程） 
国際経済 

現代ビジ 
国（100） 

英（150） 

地歴・公民・数

（100） 

約 61％ 

２/１２ Ａ方式（Ⅱ日程） 経済 約 68％ 

１/17・18 【共テ】Ｂ方式 全 ３教科３科目（350） 約 78％ 

１/17・18 【共テ】Ｃ方式 全 ６教科７科目（850） 

経済：約 75％ 

国際：約 71％ 

現代：約 70％ 

前期日程 中期日程 後期日程 

受験生の 

欠席率 



～受験料～ 

 １）共通テスト利用入試 → 共テの成績だけで私立大が受験可。「共テ利用」方式と、別途独自試験 

              等も課される「共テ併用」方式の２種。受験料は個別・全学部日程の 

半額程度と、割安な場合が多い 

  ２）学内併願割引 → 複数の学科を併願、複数日程受験する場合に、受験料を割引する制度 

 

～受験科目～ 

 １）外部検定利用入試 → 英検などの資格試験の級位・スコアを出願資格とし、得点に換算・加点。 

  ２）傾斜配点方式 → 課される科目間の配点が均等ではないもの。同じ学部・学科でも、配点の異 

なる複数の方式を設けている場合が多い。 

 

～受験場所～ 

１）学外試験場 → 大学所在地以外の全国主要都市等に設けられた特設会場（地方会場）で受験 

２）共通テスト利用入試 → 共テの成績で私立大を受験できるため、独自試験を受けに行く時間や    

手間・費用等を削減 

 

（４）併願校を決める際の注意点 

入試方式が決まると、（左図）「併願校を何校受験する

か」・「どのような型で出願するか」の検討が必要となり

ます。ただ、多くの大学を受験すると、（上図）のように

費用が多くかかります（交通費・宿泊費も負担）。また、

（下図）のように【併願校Ａ】に合格しても、期限内に

入学手続きを行わないと、合格が無効になってしまいま

す。その後、【第１志望校】に合格したことで【Ａ】への

入学を辞退した時には、支払った入学金は返還されない

場合がほとんどです。国公立大一般選抜の合格発表日は

３月上旬以降のため、私立大の手続き締切時点では合否

が不明な場合が多いため、手

続き締切日が遅い私立大を

選ぶことや、どの併願校の入

学手続きを行うかについて、

保護者の方と相談してあら

かじめ決めておくことが大

切です。 


